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　将来の、大磯町のまちづくりをどのように進めていき、次の世代にどのように引き継いでいくのか。
また、町を取り巻く社会環境や経済状況の変化にどのように対応していくのか。これからのまちづくり
の指針となる新総合計画の素案がまとまりました。
　素案の策定にあたっては、20歳以上の町民及び小・中学生、高校生の年代（16～18歳）を対象にし
たアンケート調査、公募町民によるワークショップ、24地区における町民対話集会などを実施し、幅
広い層からの意見・意向を集約することにより、町民ニーズの把握に努めてきました。
　計画の素案は、皆さんから出された意見や考えと町が進めてきた協働作業の結果としてまとめました。
　次世代に誇れるまちづくりを進めるために、皆さんに新総合計画基本構想の素案をご検討いただき、
より良い計画をつくっていきたいと考えています。　　　　　　◎問い合わせ　企画室　1内線２２９

町民参加の機会

町民意識調査 　※

第1回町民フォーラム

まちづくりの提案
（郵送・電子メール）

総合計画ワークショップ　※

10代若者アンケート　※

町民対話集会
総合計画審議会

開催時期・開催回数など

平成14年8月

平成15年2月

町ホームページにて
随時受付

平成15年7月～8月（全4回）

平成15年7月

平成15年7月～8月
平成14年12月～現在

参加人数・意見数など

まちづくりの自由意見 548件
まちづくりの自由意見 13件
参加者40名

10件／8名

参加者23名

まちづくりの自由意見 600件

参加者585名
町民公募委員2名含む16名
（審議中）

・大磯のまちづくりの基本理念と、目指すべき将来像を実現
するための基本目標を定めるものです。

　基本構想は15年間を展望します。(平成15年度策定)

・基本構想で定めた基本目標に基づいて、必要な施策体系や
方針を明らかにするものです。

　基本計画は、前中後期の各５年間を展望します。
    (平成16年度策定)

・基本的な施策の方向に沿って、具体的な事業内容を明らか
にするものです。

　実施計画は３年間を展望し毎年度計画を見直します。
    (平成17年度策定)

第四次総合計画基本構想素案がまとまりました

将来都市像

　「紺碧の海に緑の映える住みよい大磯」を町民の思いや願
いを実現するまちづくりの将来都市像として、これからの大磯
が快適で住みやすく、さらに発展していくために、「自然とくらし
との共生」「手づくりと創造」の２つを基本理念に掲げました。
　この将来都市像は、昭和48年の第一次総合計画から、
現在の第三次総合計画において約30年間変わる事なく、
継続したまちづくりを推進しています。
　また、町民意識調査においても約７割の方がこの将来
都市像を支持しています。

将来人口

　将来人口は、推計値では目標年次の２０２０年度（平成
３２年度）は約３０，０００人と見込まれますが、今後、現状の
人口維持を基本に、各種施策を積極的に推進すること
により、２０２０年度（平成32年度）の目標人口は３３，０００人
と想定します。

産　業

　第１次産業については、高齢化や後継者不足により、
従事者が減少することが予測されますが、経営の安定化
を図るため、地域の特産物としての付加価値の高い産業
へ転換していくとともに、自然循環機能を生かした循環
型産業への促進を図り、地産地消や交流など、まちづく
りと一体化した地域産業の振興が期待されます。
　第２次産業については、今日の構造的な変革の波に伴
う企業の転出などにより従業者及び製造出荷額に大幅な
減少がないよう、既存企業の維持・発展を図る施策を進
める必要があります。
　第３次産業については、町民の生活スタイルやニーズの変化、
商業環境の変化など、近年の厳しい経済情勢を反映して、商店
数及び年間販売額とも減少傾向にありますが、生活の質の向
上などに伴う消費者ニーズの多様化などを背景として、特性を
活かした商いを中心に需要は高まっていくものと予想されます。

基本理念

「自然とくらしとの共生」 

　私たちのまちには、海、山、川などの豊
かな自然が多く残されています。この恵ま
れた自然環境を次の世代に引き継ぎ、自然
と調和したまちづくりを行っていくことは、
私たちの使命であり責任でもあります。
　私たち一人ひとりが、限りある資源を大
切にし、環境にやさしい社会をつくること
が、極めて重要になってきます。
　これからのまちづくりは、自然や環境と
の新しいかかわり方のなかで、美しい景観
や快適な環境を未来に引き継ぐとともに、
この地域で生まれた生活文化に、新しい息
吹を吹き込みながら、未来につながる自然
とくらしとの共生が図れるまちづくりを推
進していきます。

「手づくりと創造」

　まちづくりの主役は町民であり、自治の
原点でもある町民本位のまちづくりを実行
するためには、町民一人ひとりがまちや地
域への愛着を持ち、まちづくりに積極的に
参加することが重要となってきます。
　こうした、町民のまちづくりを支える、
地域コミュニティ活動やボランティア活動
などの、自主・自立的な活動・活躍の場や
仕組みをつくることで、新しい創造性や活
力が期待されます。
　これからのまちづくりは、こうした町民
の力を背景に、情報の共有化を図るととも
に、町民、行政、事業者などが協働して、
手づくりと創造の協働社会を築き、新しい
仕組みや活動を創り出していくことができ
る、まちづくりを展開していきます。

町民との協働作業による新総合計画とするた
めに、計画の策定段階から広く町民の皆さん
のご意見やお考えを伺ってきました。
　これらのご意見やお考えを計画づくりに反
映させています。
※印の詳細結果については、町ホームページ、町民情
報コーナー、国府支所、図書館でご覧いただけます。

まちづくりに対する
皆さんからの意見

　総合計画とはどんな計画なのか
を知っていただき、新総合計画基
本構想の素案について町民の皆さ
んの率直なご意見をお聴かせいた
だける機会の一つとして開催しま
す。参加は自由ですので是非皆さ
んご参加ください。
s日時　１１月16日（日）午後６時～（開
場５時３０分）

s会場　保健センター２階研修室（役
場隣り）

s内容
・新総合計画基本構想素案に対す
る参加者からの提言

第2回おおいそ町民
フォーラムへ参加を　新総合計画は、２００６年度（平成１８年度）から１５年間を見通し、２０２０

年度（平成３２年度）を目標年次とする計画で、基本構想、基本計画、
実施計画で成り立っています。
　今回策定する新総合計画は、町にとって第四次の総合計画となります。
　また、今回皆さんにお示しする素案は、「基本構想」となります。

計画の構成

基本計画

実施計画

基本構想
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土地利用

　高麗山と鷹取山を中心とする自然環境保全地域と、その
周辺の山林とあいまって、本町の山の風景を形づくる山林
や緑地の自然環境の維持、保全を図っていきます。
　しかし、丘陵の麓などの地域においては、生活基盤上か
ら都市的な土地利用には向かないものの、環境の保全や周
辺への影響に十分配慮することにより、公共的な土地利用
が可能な地域もあります。
　また、農業振興地域内農用地に指定されている農地を中
心とした地域については、地域の風景を保全し、安全で新
鮮な農産物を供給する場として積極的に維持・保全を図る
とともに、市民農園などの新たな自然的な土地利用の創出
も図っていきます。

「自然環境ゾーン」

「自然環境ゾーン」

「市街地ゾーン」「市街地ゾーン」

「文化レクリエーションゾーン」

「文化レクリエーションゾーン」

　民間のレクリエーション施設及び海岸線
を海洋レクリエーションゾーンとして、立
地企業との交流・提携や、自然と親しめる
町民の憩いの場としての活用など、町民の
余暇や観光資産としての機能の充実を図り
ます。
　また、運動公園や城山公園などを中心と
した、歴史、文化、スポーツなどの既存施
設を活かした一体的な面整備を行うことに
より、東部地域と西部地域の２つの市街地
を結びつける交流地としての土地利用を図っ
ていきます。

　恵まれた自然環境との共生を図りながら、
都市基盤の整備を推進し、地域特性に応じ
た住環境の整備を行っていくとともに、商
業地については、現状の地域を中心として、
個性や特色を活かした魅力ある商業空間の
形成を図っていくことにより、良好な市街
地の形成を進めていきます。
　また、新たな市街地の開発については、
社会経済情勢の変化などにより、土地利用
の転換が必要となった場合には、環境の保
全や周辺への影響に十分配慮し検討してい
きます。

「市街地ゾーン」

　まちづくりに向けて、これ
まで築き上げてきた良好な居
住空間など、地域ごとの特性
を活かし、豊かな自然環境と
共生した土地利用を進めてい
くための方向性を示すものと
して、次のようなゾーン区分
を行います。
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　今後予測される様々な社会変化や厳しい財政状況など、乗り越えるべき課題はたくさんありますが、
町民の皆さんとともに、大磯町の将来都市像の実現に向けたまちづくりの方向を示し、それを具体化
する施策の目標を次のとおり定めます。

施策の大網（構成のみ）

安
心
・
安
全
な
あ
た
た
か
み
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

子どもを育てやすい環境の整備

保育サービス・子育て支援

高齢者の生きがいづくり

高齢者福祉、生きがい対策、就労、
ボランティア活動

健康づくりの推進

健康づくり、保健予防、医療

こころとふれあう福祉社会の充実

地域・障害者福祉、福祉のまちづくり、
社会保障制度、人権

安全なまちの整備
防災、消防・救急
防犯、交通安全、消費生活

町
民
の
力
や
知
恵
が
集
ま
る
ま
ち
づ
く
り

交流とひろばづくりの推進

情報の共有化
広報・広聴、地域情報化
町民参加、ＮＰＯ等の支援
男女共同参画
町民のネットワークづくり

心のふれあうコミュニティづくりの促進

自治活動、コミュニティ活動
ボランティア活動
子どもの居場所づくり

開かれた行政運営の推進

施策の評価システム、行政運営の効率化
健全な財政運営、
広域連携、高度情報化

人
と
自
然
が
共
生
す
る
循
環
の
ま
ち
づ
く
り

身近な自然環境空間の形成

海、里山の保全・活用、緑地

良好な地域環境の形成

公共下水道
環境保全・美化

循環型地域システムの形成

廃棄物処理
自然エネルギー

歴
史
文
化
と
人
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

歴史文化の保存と継承

文化財、伝統行事・芸能、芸術文化

ゆとりを育む生涯学習活動の推進

生涯学習、生涯スポーツ

次代を担う人づくりの形成

学校教育
開かれた学校づくり
国際交流、青少年健全育成

個
性
と
魅
力
と
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

個性豊かな魅力ある空間の整備

市街地整備、街並み、景観、公園

活力と魅力あふれる産業の支援

農業、漁業、工業、商業、観光、
地産地消、起業環境の創出

快適に移動できる交通体系の整備

道路、公共交通

　基本構想「素案」に対する意見を募集します。次
の方法で11月18日（火）まで（必着）に提出してください。
　また、「第四次総合計画基本構想素案」及び策定
に伴う「基礎資料」については、町ホームページ、
町民情報コーナー、国府支所、図書館においてご覧
いただけます。

　提出方法
○E-mail　町ホームページの新着トピックスの「総合計
画素案意見募集」をクリックして、専用フォームから送信
○郵送　〒255－8555　大磯町東小磯183番地
○Ｆａｘ　６１－１９９１
※いずれも宛先は、企画室 企画政策班で、意見の内容
及び住所、氏名を記載してください。お寄せいただいた
ご意見は、整理したうえで公表いたします。
◎問い合わせ　企画室　1内線２２９

基本構想「素案」の意見募集
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開
発
事
業
に
関
す
る

図
書
の
縦
覧
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
条
例

に
基
づ
き
、
公
正
透
明
な
開
発

事
業
の
手
続
き
を
確
保
す
る
た
め
、

開
発
事
業
に
関
す
る
図
書
の
縦

覧
を
本
庁
舎
１
階
町
民
情
報
コ
ー

ナ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
開
発

事
業
の
詳
細
は
情
報
コ
ー
ナ
ー

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
縦
覧
中
の
図
書
の
一

覧
は
本
庁
舎
及
び
国
府
支
所
の

掲
示
板
に
公
告
す
る
と
と
も
に
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で

き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
1
内
線
２
４
２

まちづくり基本計画策定のため、町民の皆さんが参加し、8月から9月にかけ3つのワークショップを行いました。
また、このワークショップでまとめた提案等の発表をするため、9月28日（日）に保健センターで発表会を開催しました。
当日は、45名の参加があり、各テーマの発表者の説明に耳を傾けていました。
各テーマで、まとめた提案等は、まちづくり基本計画に反映していきます。　　◎問い合わせ　まちづくり課　1内線２４３

　ワークショップは、それぞれのテーマ毎に 3
回開催し、10代から80代までの33名が参加し
て行いました。提案等の要旨は次のとおりです。
　なお、ワークショップの報告書は、町民情報コー
ナー、図書館本館・分館及び大磯町のホームペー
ジでご覧になれます。

テーマ1

テーマ2

テーマ3

8名

14名

11名

大磯のまち中・集落・自然

快適な暮らし空間のあり方

大磯らしい風景

テーマ 参加者数

まち中・住宅地・集落・自然という
区分で今後の土地利用のあり方
について検討しました。
「まち中」
・大磯と国府にそれぞれ中心があり、
それを育てていく。

「住宅地」
・地域の特徴、環境及び景観を守
るためのルールをつくる。
・今後の住宅地づくりは、土地に
ゆとりのある国府地区に新たに
誘導する。

「集落」
・地域の土地利用について計画を
作り、自然を生かし、地域に活
力をもたらすようなまちづくり
をする。

「自然」
・丹沢から連続して海まで至る自
然のつながりが大事であり、山
と海と河川をつなぐ緑と水のネッ
トワークを作り、維持する。
・里山や谷戸は、保全・活用し、
触れ合える場をつくる。

テーマ 1
成熟社会、少子高齢社会を見越
した公共空間ということで、都市
施設である道路・交通・公園・自然・
公共施設の今後のあり方につい
て検討しました。
「道路」

・既存の路線の改善で対応し、生

活道路の整備に重点をおき、量

から質への転換を図る。

「交通」

・高齢者の使いやすい駅、足とな

るバスを考える。

「公園」

・豊かな自然に恵まれていながら、

自然と触れ合える所がないので、

今後は自然を生かした公園をつ

くる。

「公共施設」

・既存施設の有効活用を図るため

のソフトの仕組みが大切である。

・トイレの設置管理等の町外の人

をもてなす施設を整える。

テーマ 2
「町民にとっての大磯らしさ」と「来
訪者にとっての大磯らしさ」を整
理するとともに、町を「大磯」「小
磯」「国府」のエリアに分け、そ
れぞれの「らしさ」を出し、そこか
ら「大磯町らしさ」の具体化とそ
れを守り育む施策について検討
しました。
「大磯らしさ」

・自然とかかわる風景

・緑と調和した街

「小磯らしさ」

・歴史、文化のある里

「国府らしさ」

・自然と文化と田園風景

「大磯町らしさ」

・豊かな自然と歴史・文化の街並

みが調和したものである。

・「らしさ」を守り育んでいく施

策については、それぞれの場所

にあった施策を組み合わせてい

くことが必要である。

テーマ 3

　町民対話集会は、7月4日の高麗地区に始まり8月29日の中丸地区で終了し、585名の方々に参加していただきま
した。地域によって課題は違いますが、いただいたご意見は、「第四次総合計画」や「まちづくり基本計画」の策定
に反映するなど皆様の声を活かしてまいります。　　　　　　　　  　◎問い合わせ　地域協働課　1内線２３７

　24地区の皆さんと直接おはなしすることにより、地域の課題がよく見えてきました。
　その中で大きく分けると、西部地区では基盤整備に対する要望が多く、東部地区では防災・環境についてご指
摘がありました。多くのご意見をいただいた運動公園については、皆様に親しまれる施設として有効活用をはか
る必要があると考えております。また、下水道計画についても多くの地域で話題となりました。その他のご意見
ご要望も町政運営に活かして参りたいと考えております。
　大勢の方のご参加ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 三澤　龍夫

主な意見

町民対話集会を終えて・・・

①「マンション開発」
・代官山のマンション計画はどうなっているのか（台町）
・幽霊マンションはどうするのか（神明町）
・駅前マンション計画はどうなっているのか（台町）
・三井邸が残っていることは歴史的な価値がある（茶屋町）
・マンション反対について、どう考えるか（南本町）

②「道路整備」
・道路計画を進めてほしい（新宿）
・道路計画はどうなっているのか（馬場・生沢）
・東小磯は道路が狭いからタクシーも通れない（北下町）
・幹線28号線は測量して１年半くらい経つがなにも言って
こない（月京）
・中丸の生活道路は非常に狭い、用地買収してほしい（中丸）
・狭隘道路を４ｍに拡幅するならば直線にしてほしい（茶屋
町）
・林道（幹線25号線）の傷みが激しい（黒岩）
・石神台の道路が傷んでいる（石神台）
・道路整備の財源はどこから出ているのか（山王町）

③「運動公園」
・運動公園の借金はまだあるのか（中丸）
・運動公園はいつできるのか、あの道では年寄りは登れない
（西小磯西）
・運動公園がある程度整備されているので環境事業にもお金
を回してほしい（北本町）

④「下水道」
・下水道計画はどうなっているのか（西小磯東）
・下水道がいつになるか教えてほしい（石神台）
・合併浄化槽も合わせて考えていただきたい。（西小磯西）

⑤「防災対策」
・自主防災を持っていない地区の指導をしてほしい（南下町）
・防災スピーカーを明快に聞けるようにしてほしい（長者町）
・広域避難場所を設けているがその場所で大丈夫か（北本町）
・防災講演会の内容は大磯に役立つ話にしてほしい（南本町）

⑥「ゴミ問題」
・不法投棄に対してどう対処しているのか（寺坂）
・燃えないゴミは月に一回だが、その他に持込できる場所を
設置できないか（裡道）

⑦「市街化調整区域の見直し｣
・調整区域を解いていただく訳にはいかないか（西久保）
・線引きの融通性を持ってほしい（虫窪）

⑧「路線バス問題」
・朝通学に使っていた、松岩寺から二宮駅に出ていたバスが
なくなった（寺坂）
・通学や買い物でバスをだしていただいているが利用状況と
今後の見通しはどうなのか（黒岩）

⑨「松くい虫対策」
・民有地の黒松松くい虫樹幹注入費用助成制度を立ち上げて
ほしい（東町）

⑩「遊休農地」
・遊休農地の活用をしてほしい（馬場）
・農地が空いている（生沢）

⑪｢町民会館建設基金｣
・カネボウから3,000万円の寄付があったが、町民会館建
設基金として運用していく話になっていた、そのお金はど
うなっているのか（高麗）

意見の詳細は、役場本庁舎１階町民情報コーナーで
ご覧になれます。

大磯町長
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平成14年度の一般会計、国民健康保険事業特別会計、老人保健特別会計、介護保険事業特別会
計及び下水道事業特別会計の決算が、9月に開催された定例議会で認定されました。その概要に
ついてお知らせします。
なお、詳細なデータについては、大磯町役場町民情報コーナー及び大磯町ホームページで公開し
ていますのでご覧ください。

○問い合わせ　財政課　1内線215

平成14年度　決算のあらまし

一　般　会　計

歳入の内訳

自主財源（自主的に歳入することができる財源）
　町税（53億9,737万円）
　　…町に納められた税金
　繰入金（7億7,552万円）
　　…基金（町の貯金）から引き出したお金
　繰越金（4億936万円）
　　…前年度の残金
　使用料及び手数料（1億1,729万円）
　諸収入ほか（２億5,595万円）

依存財源（国や県等から交付される財源）
　町債（7億6,910万円）
　　…町の借金
　国庫支出金（３億7,010万円）
　　…国から交付される補助金など
　県支出金（３億6,406万円）
　　…県から交付される補助金など
　地方交付税（1億9,275万円）
　　…国に納められた税金の一部から一定の割合で交付されるお金
　その他（6億8,498万円）

歳出
89億9,227万円

その他
5.8%

土木費
20.4%

民生費民生費
19.9%19.9%
民生費
19.9%

総務費
17.5%

衛生費
12.1%

教育費
9.8%

公債費
9.4%

消防費 5.1%

歳出の内訳

土木費（18億3,478万円）
　　…道路や河川、公園などの整備・維持管理の経費
民生費（17億9,421万円）
　　…保育園や障害者、高齢者などの福祉の経費
総務費（15億7,257万円）
　　…住民登録や交通安全対策、選挙などの経費
衛生費（10億8,727万円）
　　…予防接種やごみ処理などの経費
教育費（8億7,856万円）
　　…小・中学校や社会教育などの
　　　運営の経費
公債費(8億4,936万円)
　　…町債（町の借金）の
　　　返済の経費
消防費（4億5,616万円）
　　…火災や災害、
　　　救急活動などの経費
その他（5億1,936万円）

歳出の性質別内訳

人件費（25億8,935万円）
　　…職員の給与などの経費
公債費（8億4,936万円）
　　…町債（町の借金）の返済の経費
扶助費（２億7,926万円）
　　…児童手当や高齢者、障害者への助成などの経費
普通建設事業費（17億1,580万円）
　　…道路や学校などの公共施設を整備する経費
物件費（16億7,057万円）
　　…消耗品などの購入や委託料などの消費的経費
繰出金（11億3,339万円）
　　…他の特別会計へ支出される経費
補助費等（２億9,507万円）
　　…団体等への負担金や補助金
積立金（２億5,072万円）
　　…基金（町の貯金）へ
　　　積み立てる経費
その他（２億875万円）

歳出の性質別内訳

人件費
28.8%

その他 2.3%積立金 2.8%

補助費等 3.4%

繰出金
12.6%

物件費
18.5%

普通建設
事業費
19.1%

扶助費 3.1%

公債費
9.4%

特別会計
 会計名 歳　入 歳　出　
 国民健康保険特別会計 24億7,578万円 23億5,305万円
 老 人保健特別会計 29億　815万円 28億5,650万円
 介護保険事業特別会計 15億　353万円 14億5,148万円
 下水道事業特別会計 12億3,923万円 12億　222万円
 合　　計 81億2,669万円 78億6,325万円

固定資産税
27億792万円
50.2%

町たばこ税　1億3,545万円 2.5%

特別土地保有税　1億289万円 1.9%

入湯税　569万円　0.1%

軽自動車税　2,478万円 0.5%

町税の内訳

町民税
24億2,064万円
44.8%

町税
57.8%

繰入金繰入金
8.3%8.3%
繰入金
8.3%

町債
8.2%

その他
7.4% 諸収入ほか

2.7%

繰越金 4.4%

県支出金 3.9%
地方交付税 2.1%

国庫支出金
4.0%

使用料及び
手数料 1.2%

歳入
93億3,648万円

自
主
財
源

依存財
源
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平成14年度　主な事業　　町民一人当たり　　合計 　276,770円
平成15年４月１日現在の人口 32,490人で算出

 土木費　一人当たり　56,472円

 大磯運動公園整備事業 6億5,129 万円

 狭あい道路整備事業 1億2,389 万円

 稲荷松公園土地購入事業 1億152 万円

 海岸線沿い松林保全事業 8,219 万円

 道路維持運営事務事業 3,918 万円

 公園運営事務事業 2,077 万円

 旧東海道景観形成整備事業 2,012 万円

 谷戸川道路整備事業 1,678 万円

 国府本郷４５号線改良事業 1,639 万円

 ▲大磯運動公園　野球場

 民生費　1人当たり　55,224円

 横溝千鶴子記念障害者福祉施設建設事業 2億4,065 万円

 心身障害者医療費助成事業 9,430 万円

 児童手当・児童扶養手当事業 6,779 万円

 団体育成事業 6,185 万円

 心身障害（児）者等更生援護事業 4,548 万円

 在宅介護支援事業 4,070 万円

 保育園運営事務事業 3,672 万円

 敬老事業 3,168 万円

 児童管外委託事業 2,777 万円

 保育園給食事業 1,638 万円

 老人福祉センター（さざんか荘）運営事業 1,551 万円

 総務費　1人当たり　48,402円

 財政管理運営事務事業 2億4,665 万円

 本庁舎防災対策事業 1億2,098 万円

 自転車駐車場維持管理事業 7,222 万円

 電子計算機維持借上事業 4,553 万円

 本庁舎維持管理事業 4,453 万円

 戸籍住民基本台帳運営事務事業 2,630 万円

 文書管理事務事業 2,135 万円

 町税徴収事務事業 2,065 万円

 一般管理運営事務事業 2,062 万円

 住民基本台帳ネットワークシステム整備事業 1,920 万円

 環境基本計画策定事業 1,108 万円

 教育費　一人当たり　27,041円

 学校施設・設備維持事業（小学校） 4,158 万円

 大磯中学校校舎等改修事業 2,357 万円

 学校施設・設備維持事業（中学校） 2,326 万円

 国府小学校環境対策事業 2,184 万円

 生涯学習館維持管理事業 1,630 万円

 図書館維持管理事業 1,536 万円 

 郷土資料館維持管理事業 1,494 万円

 学校運営事業（中学校） 1,371 万円

 学校運営事業（小学校） 1,352 万円

 図書館資料整備事業 1,343 万円

 衛生費　一人当たり　33,465円

 ごみ処理事業 3億5,462 万円

 ごみ収集運搬事業 1億3,402 万円

 ごみ処理施設維持管理事業 7,098 万円

 老人保健健康診査事業 6,321 万円

 し尿収集運搬事業 6,003 万円

 し尿処理事業 4,249 万円 

 し尿処理施設点検整備事業 2,678 万円

 保健センターエレベーター設置事業 2,578 万円

 予防接種事業 2,536 万円

 ごみ処理基本計画策定事業 1,260 万円

 公債費　一人当たり　26,142円

 消防費　一人当たり　14,040円

 常備消防運営事務事業 1,186 万円

 商工費　一人当たり　4,918円

 中小企業金融対策資金預託事業 5,500 万円

 海水浴場振興事業 1,386 万円

 町営照ヶ崎プール管理運営事業 1,335 万円

 農林水産業費　一人当たり　3,218円

 農とみどりの整備事業 1,901 万円

 労働費　一人当たり　2,388円  

 その他　一人当たり　5,460円

 ▲ペットボトルのリサイクル



広報おおいそ　平成15年11月911

 基　　金　　名 14年度末現在高 摘　　要
 町　民　会　館　建　設　基　金 １億3,958万円 現　金
 
土 　 地 　 開 　 発 　 基 　 金 10億5,126万円

 現　金 ２億1,636万円
   貸付金 ８億3,490万円
 財 　 政 　 調 　 整 　 基 　 金 ３億9,715万円 現　金
 国 民 年 金 印 紙 購 入 基 金 0円 （14年度廃止）
 国民健康保険高額療養費貸付基金 300万円 現　金
 公　共　施　設　整　備　基　金 １億985万円 現　金
 み　　ど　　り　　基　　金 7,344万円 現　金
 国 民健康保険財政調整基金 1,723万円 現　金
 減　　　債　　　基　　　金 2,027万円 現　金
 
地 　 域 　 福 　 祉 　 基 　 金 ２億7,728万円

 現　金 １億7,758万円
   債　券 9,970万円
 横溝千鶴子記念障害者福祉基金 6,717万円 現　金
 
本　庁　舎　建　設　基　金 １億2,199万円

 現　金 235万円
   債　券 １億1,964万円
 介 護 保 険 給 付 費 支 払 基 金 6,925万円 現　金

基金の状況

２．普通財産    単位：㎡
 区　　分 土　地 建　物 摘　　　要
 土地及び建物 199,554 129 
 山　　　　林 13,396 0 
 合　　　　計 212,950 129 

１．行政財産 単位：㎡
 区　　　分 土　地 建　物 摘　　　要
 本　庁　舎 4,299 3,879 鉄筋４階建地下１階
  消防施設 1,005 2,453 鉄筋３階建（消防庁舎）、国府分署、消防分団12
  その他の施設 32,278 10,005 国府支所、美化センター、保健センター
  学　　校 121,022 33,778 小学校２、中学校２、幼稚園4
  公営住宅 7,358 940 27戸
  公　　園 140,334 432 公園44、運動公園管理棟

  その他の施設 34,370 15,052

 合　　　計 340,666 66,539

その他の
行政機関

公
共
用
財
産

福祉センターさざれ石、さざんか荘、ふれあい
会館、保育園２、図書館、郷土資料館、地域会
館、児童館２、老人憩いの家７、駅前東自転車
駐車場、旧島崎藤村邸、照ヶ崎・生沢プール、東
町球技場、岩田記念室内競技場、横溝千鶴子記
念障害福祉センター等

町有財産

一般会計　決算額と町税の推移

歳入

町税の推移

歳出
億円

町債残高の前年度比較

一般会計
84億1979万円

一般会計
85億7787万円

下水道事業特別会計
67億2948万円

下水道事業特別会計
69億4160万円

億円
0 20 40 60 80 100 120 140 160

平成13年度末
151億4927万円

平成14年度末
155億1947万円

50

60

70

80

90

100

110

0
H10 H11 H12 H13 H14

56億9960万円

96億
9062万円

92億
1490万円

56億2252万円
53億168万円

54億4556万円 53億9737万円

104億
9776万円

101億
5460万円

94億
1217万円

90億
5987万円

95億
7051万円

91億
6115万円

93億
3648万円

89億
9227万円
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衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
、
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
未
来
を
つ
く
る
大
切
な
１
票
で
す
。

　
投
票
日

　
11
月
９
日（
日
）

　
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

　
公
示
日

　
10
月
28
日（
火
）

　
開
票
日

　
11
月
９
日（
日
） 

午
後
８
時
45
分
〜

　
投
票
で
き
る
人

　
昭
和
58
年
11
月
10
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
、
平
成
15
年
７
月
27
日
以

前
か
ら
大
磯
町
に
住
所
を
有
す
る
人
。

　
不
在
者
投
票

　
投
票
日
に
仕
事
・
旅
行
・
入
院
な

ど
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者

投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
役
場
で
の
不
在
者
投
票

・
衆
議
院
総
選
挙

　
10
月
28
日（
火
）〜
11
月
８
日（
土
）

・
国
民
審
査

　
11
月
２
日（
日
）〜
８
日（
土
）

▼
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

▼
会
場
　
役
場
４
階
第
一
会
議
室

◇
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
障
害
者
手
帳
（
主
に
１
・
２

級
）
等
を
お
持
ち
で
投
票
所
に
行
く

こ
と
が
困
難
な
人
は
、
郵
便
に
よ
る

投
票
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
場
合

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
既
に
「
郵
便
投
票
証
明

書
」
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
か
ら
通
知
し
ま
す
の
で
新

た
な
申
請
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
病
院
、施
設
内
で
の
不
在
者
投
票

　
県
の
指
定
す
る
病
院
及
び
高
齢
者

施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
人

は
、
施
設
内
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
施
設
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
で
の
ご
注
意

　
該
当
す
る
投
票
所
は
、
郵
送
さ
れ

る
「
投
票
所
入
場
整
理
券
」
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
各
投
票
所
の
場
所
は
、
左
記
案
内

図
の
と
お
り
で
す
。

※
10
月
20
日
以
降
に
大
磯
町
内
で
住

所
を
異
動
し
た
人
は
、
前
住
所
の

投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
各
投
票
所
と
も
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
、
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
投
票
所
内
へ
は
、
小
さ
な
お
子
さ

ま
と
一
緒
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
け
が
や
病
気
な
ど
で

付
添
や
看
護
が
必
要
な
人
も
、
付

添
人
、
看
護
人
と
一
緒
に
投
票
所

に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
注
）こ
の
場
合
で
も
、
投
票
用
紙
へ

の
記
載
及
び
投
票
箱
へ
の
投
入

は
、
本
人
以
外
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
選
挙
公
報

　
候
補
者
の
政
策
や
主
張
な
ど
を
の

せ
た
選
挙
公
報
は
、
11
月
６
日（
木
）

ご
ろ
の
新
聞
に
折
り
込
み
ま
す
。
新

聞
を
購
読
し
な
い
ご
家
庭
は
、
郵
送

し
ま
す
の
で
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
次
の
場
所
に
も
置
い
て
あ
り

ま
す
。

▼
大
磯
町
役
場
、
大
磯
町
役
場
国
府

支
所
、
ふ
れ
あ
い
会
館
、
生
涯
学

習
館
、
大
磯
郵
便
局
、
Ｊ
Ａ
湘
南

大
磯
東
支
店
、
中
南
信
用
金
庫
本

店
、
中
南
信
用
金
庫
国
府
支
店
、

中
南
信
用
金
庫
高
麗
支
店
、
仲
手

川
商
店
、
ヤ
オ
マ
サ
大
磯
店
、
神

奈
中
ス
ト
ア
ー
大
磯
店

◎
問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会

　
1
内
線
２
２
８

　
町
で
は
、
馬
場
地
区
に
あ
る
野

村
研
修
所
跡
地
（
旧
マ
リ
ア
修
道

院
）
の
取
得
に
つ
い
て
検
討
を
し

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
見
学
会
を
開
催
し
て

皆
さ
ん
に
実
際
に
ご
覧
い
た
だ
き
、

取
得
の
是
非
や
取
得
し
た
場
合
の

利
用
方
法
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
ご
意
見
や
お
考
え
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
土
地
の
概
要

▼
所
有
者
　
野
村
土
地
建
物
㈱

▼
所
在
地
　
国
府
本
郷
１
５
１
６

番
地

▼
面
積
　
８
８
、０
０
０
㎡

　
　
　
（
２
６
、０
０
０
坪
）

▼
購
入
予
定
価
格
　
約
２
億
円

▼
地
目
　
山
林
　
宅
地

　
　
　
　
雑
種
地

　　
見
学
会

▼
開
催
日
　
11
月
８
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
９
日（
日
）

▼
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所
　
野
村
研
修
所
跡
地

▼
交
通
　
現
地
に
駐
車
場
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
ま
た
10
時
か
ら

14
時
ま
で
１
時
間
間
隔
で
、
役

場
か
ら
運
動
公
園
ま
で
行
く
車

も
用
意
し
て
い
ま
す
。（
駐
車
場

か
ら
現
地
ま
で
徒
歩
約
10
分
）

▼
そ
の
他

　
・
時
間
内
に
現
地
に
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
・
敷
地
内
に
は
見
学
コ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
が
、
足
元
が
悪
い

箇
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
運

動
靴
な
ど
歩
き
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
・
見
学
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
、

当
日
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
・
雨
天
時
は
中
止
に
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
企
画
室
　
1
内
線
２
２
９

投 票 所 一 覧（案内図）

○
応
募
資
格

　
18
歳
以
上
の
町
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

○
募
集
人
員

　
２
名

○
任
　
　
期

　
平
成
15
年
12
月
か
ら
２
年
間

○
応
募
方
法

　
応
募
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

企
画
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
応
募
者
は
、
行
政
改
革
に
つ

い
て
の
意
見
を
400
字
程
度
に

ま
と
め
て
提
出
）

※
応
募
用
紙
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出
せ

ま
す
。

○
締
め
切
り
　
11
月
21
日（
金
）

　（
当
日
消
印
有
効
）

○
選
考
基
準
と
結
果
通
知

　
提
出
さ
れ
た
行
政
改
革
に
対

す
る
意
見
の
内
容
の
ほ
か
、

年
齢
、
性
別
な
ど
を
勘
案
し

て
選
考
し
、
11
月
中
に
結
果

を
通
知
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
企
画
室
　
1
内
線
２
２
９

　
行
政
改
革
推
進
委
員
会
は
、
町
行
政
運
営
の
全
般
の
合
理
化

を
推
進
す
る
た
め
の
諸
施
策
に
つ
い
て
研
究
・
協
議
す
る
機
関

で
、
学
識
経
験
者
な
ど
の
委
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
町
民
参
加
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
町
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
も
委
員
の
参
加
を
予
定
し
、
募
集
し
ま
す
。

■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■

■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
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○
不
法
投
棄

　
廃
棄
物
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
「
一
般
廃
棄

物
」
と
事
業
活
動
に
伴
っ
て
発
生
す

る
「
産
業
廃
棄
物
」
に
分
類
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
で
は
、
一
般
廃
棄
物
に
つ
い

て
は
、
市
町
村
が
一
定
の
ル
ー
ル
を

定
め
計
画
的
に
処
理
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産
業
廃
棄

物
に
つ
い
て
は
排
出
し
た
事
業
者
が

自
ら
処
理
す
る
か
、
許
可
を
持
つ
処

理
業
者
に
委
託
し
て
処
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ル
ー
ル
に
従
う
こ
と
が

面
倒
、
処
理
経
費
を
不
当
に
安
く
す

る
た
め
に
、
廃
棄
物
を
不
法
投
棄
す

る
事
例
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
現
在
も
、
が
れ
き
や
家
電
製
品
、

建
築
廃
材
な
ど
が
不
法
投
棄
さ
れ
、

環
境
破
壊
を
招
い
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
そ
れ
ら
を
撤
去
す
る
た
め
に
、
多

額
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
す
る
と
法
律
に
よ
り
、

５
年
以
内
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
０

万
円
（
法
人
の
場
合
１
億
円
）
以

下
の
罰
金
に
処
さ
れ
ま
す
。

○
情
報
提
供
の
お
願
い

　
不
法
投
棄
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
生

活
環
境
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、
町
と
県
が
協
力
し
て
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
不
審
な
車
両
や
不
法
投
棄

の
現
場
を
発
見
し
た
と
き
は
、
す
ぐ

に
警
察
ま
た
は
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
が
、
気
持
ち
よ
く
暮
ら

せ
る
き
れ
い
な
町
に
す
る
た
め
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
、 

す
ぐ
に
110
番

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

・
今
、
目
の
前
で
不
法
投
棄
が
行
わ

れ
て
い
る
。

・
こ
れ
か
ら
不
法
投
棄
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

・
不
法
投
棄
を
し
て
逃
げ
て
行
っ
た
。

こ
ん
な
と
き
は
、
環
境
美
化
セ
ン

タ
ー
、
最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番

に
連
絡
を
！

・
不
法
投
棄
の
場
所
を
知
っ
て
い
る
。

・
野
焼
き（
焼
却
炉
以
外
で
の
屋
外

燃
焼
行
為
）の
場
所
を
知
っ
て
い
る
。

・
大
き
な
穴
を
掘
っ
て
木
く
ず
等
を

た
く
さ
ん
燃
や
し
て
い
る
。

・
ひ
ど
い
煙
や
臭
い
が
あ
る
、
火
柱

が
あ
が
っ
て
い
る
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
1（
72
）４
４
３
８

　
町
で
は
、
平
成
14
年
度
に
「
ご
み

処
理
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
５
年

間
で
ご
み
排
出
量
10
％
の
削
減
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
ご

協
力
が
な
け
れ
ば
こ
の
目
標
達
成
は

困
難
で
す
。
焼
却
場
を
見
学
し
な
が

ら
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

☆
見
学
可
能
日

　
火
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
き

ま
す
）

☆
見
学
時
間
　
　
　

　
午
前
の
部

　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

☆
申
し
込
み

　
電
話
で
希
望
日
時
、
人
数
、
代
表

者
の
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
、
送

迎
の
希
望
の
有
無
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
見
学
希
望
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
交
通
手
段

　
町
の
中
型
バ
ス
・
公
用
車
で
の
送

迎
も
行
い
ま
す
。
申
し
込
み
の
際

に
車
両
の
空
き
状
況
を
確
認
し
ま

す
。
直
接
お
い
で
頂
い
て
も
結
構

で
す
。

☆
見
学
人
数

　
一
度
に
見
学
で
き
る
の
は
20
名
ま

で
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
1（
72
）
４
４
３
８

不
法
投
棄
は

　
　
犯
罪
で
す
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10
月
18
日（
土
）、
交
通
安
全
の
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
さ
ざ
れ
石
で
第
40
回
大
磯
町
交

通
安
全
町
民
総
ぐ
る
み
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
多
数
の
方
が
参
加
し

て
交
通
事
故
防
止
を
願
い
、
大
会
宣

言
の
ほ
か
、
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
表

彰
式
、
交
通
安
全
体
験
発
表
な
ど
が
、

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
中
学
生
交
通
安
全
標
語
入
賞
者

★
最
優
秀
賞

　
１
年
　
菅
居
　
峻
大
　
（
大
磯
中
）

　
　
ま
だ
平
気

小
さ
な
油
断
が
　
事
故
の
も
と

★
優
秀
賞

　
１
年
　
石
井
　
路
夢
　
（
大
磯
中
）

　
　
心
の
ゆ
と
り
と

マ
ナ
ー
で
つ
く
ろ
う

事
故
ゼ
ロ
の
町

　
１
年
　
伊
藤
恵
理
子
　
（
国
府
中
）

　
　
ど
っ
ち
、
と
る
？

携
帯
電
話
と
命
の
ハ
ン
ド
ル

　
１
年
　
坂
庭
　
健
史
　
（
国
府
中
）

　
　
両
手
は
ハ
ン
ド
ル
　
目
は
正
面

〇
小
学
生
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

★
最
優
秀
賞

　
１
年
　
伊
藤
　
颯
　
（
大
磯
小
）

　
２
年
　
齋
藤
　
圭
悟
（
大
磯
小
）

　
３
年
　
川
村
優
里
亜
（
国
府
小
）

　
４
年
　
福
地
　
沙
綾
（
大
磯
小
）

　
５
年
　
小
松
原
　
結
（
国
府
小
）

　
６
年
　
飯
田
　
友
理
（
大
磯
小
）

★
優
秀
賞

　
１
年
　
本
城
　
秀
平
（
国
府
小
）

　
　
　
　
山
根
有
紀
子
（
大
磯
小
）

　
２
年
　
池
田
　
遼
　
（
国
府
小
）

　
　
　
　
田
中
　
凌
太
（
大
磯
小
）

　
３
年
　
永
井
　
美
紀
（
大
磯
小
）

　
　
　
　
大
野
　
公
輝
（
国
府
小
）

　
４
年
　
伊
藤
　
龍
海
（
国
府
小
）

　
　
　
　
山
田
　
真
也
（
国
府
小
）

　
５
年
　
米
山
　
佳
穂
（
大
磯
小
）

　
　
　
　
小
島
　
佳
　
（
国
府
小
）

　
６
年
　
今
井
　
雄
紀
（
大
磯
小
）

　
　
　
　
伊
藤
　
有
香
（
大
磯
小
）

　
な
お
、
最
優
秀
賞
の
交
通
安
全
ポ

ス
タ
ー
一
点
と
標
語
に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
に
掲
示
す
る
な
ど
交
通
安

全
啓
発
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
地
域
協
働
課

　
1
内
線
２
６
６

交
通
安
全
町
民

総
ぐ
る
み
大
会
開
催

　
11
月
９
日（
日
）か
ら
15
日（
土
）ま

で
の
７
日
間
、
秋
の
全
国
火
災
予
防

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
事
を
目
的
と
し

て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
は
空
気
が

乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
暖
房
器
具
等
の
火

気
を
使
う
機
会
も
多
く
な
っ
て
き
ま

す
。
各
家
庭
で
も
「
慣
れ
」
や
「
油

断
」
か
ら
、
火
災
を
お
こ
さ
な
い
た

め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
が
防
火
の
重

要
性
を
十
分
に
自
覚
し
、
普
段
の
生

活
の
中
で
火
災
予
防
を
実
践
し
て
行

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

《
住
宅
防
火  

い
の
ち
を
守
る

　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。
　

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る
。

○
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

　
11
月
９
日
朝
７
時
に
、
消
防
署
と

消
防
団
で
は
サ
イ
レ
ン
を
30
秒
間
鳴

ら
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運

動
を
周
知
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で

す
の
で
、
火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
消
防
本
部
　
1（
61
）０
９
１
１

  

平
成
１５
年
分
の

  

年
末
調
整
等
説
明
会

　
税
務
署
で
は
「
年
末
調
整
の
仕

方
」
と
「
源
泉
徴
収
票
及
び
給
与

支
払
報
告
書
の
書
き
方
」
・
「
法

定
調
書
の
作
成
と
提
出
」
に
関
す

る
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　
①
大
磯
会
場

▼
と
き
　
１１
月
２６
日(

水)

　
午
後
２
時
〜
３
時
５０
分

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
②
二
宮
会
場

▼
と
き
　
１１
月
１４
日(

金)

　
午
後
２
時
〜
３
時
５０
分

▼
と
こ
ろ
　
二
宮
町
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
平
塚
税
務
署   

1(

２２)

１
４
０
０

　
1
内
線
５
２
２

  

最
低
賃
金
の
改
正

　
平
成
１５
年
１０
月
１
日
か
ら
、
神

奈
川
県
最
低
賃
金
が
次
の
と
お

り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▼
時
間
額

　
１
時
間
７
０
７
円
（
１
円
の
引

き
上
げ
）

◎
問
い
合
わ
せ

　
神
奈
川
労
働
局
賃
金
課

　
1
０
４
５（
２
１
１
）７
３
５
４

　
経
済
観
光
課
　
1
内
線
２
６
４

▲最優秀賞　４年福地沙綾さんの作品
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平
成
16
年
４
月
か
ら
新
た
に
保
育

園
へ
の
入
所
を
希
望
さ
れ
る
児
童
の

募
集
を
行
い
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
別
表
の
日
程

で
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
対
象
児
童

　
平
成
16
年
４
月
１
日
現
在
、
生
後

６
ヶ
月
以
上
で
、
次
の
基
準
に
該
当

す
る
児
童

◎
入
所
基
準

　
保
護
者
が
次
の
い
づ
れ
か
の
条
件

に
該
当
し
、
同
時
に
ほ
か
の
家
族
ら

も
保
育
が
で
き
な
い
こ
と

①
居
宅
外
・
居
宅
内
で
日
常
の
家
事

以
外
の
労
働
を
し
て
い
る
。（
１

日
４
時
間
以
上
・
週
４
日
以
上
）

②
母
親
が
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
前
後

③
疾
病
・
負
傷
又
は
心
身
に
障
害
が

あ
る
。

④
家
庭
に
長
期
に
わ
た
る
病
人
等
が

い
て
、
常
時
介
護
を
必
要
と
し
て

い
る
。

⑤
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
状
態
。

◎
入
所
申
込
用
紙
の
配
布
・
受
付

　
申
込
用
紙
は
、
11
月
18
日（
火
）か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
と
町
内
各
保
育
園

で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
大
磯
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
用
紙
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

平成16年度保育園新規入所受付日程表

町外の保育園 大磯保育園
国府保育園

保健センター１階　子育て支援班

日
時

場
所

12月９日（火）
　　10日（水）

12月11日（木）
12日（金）
15日（月）

午前９時～
午後６時３０分

午前９時～
午後６時３０分

●
国
府
保
育
園

　
生
沢
４
３
８

　
1（
72
）１
７
６
５

●
大
磯
保
育
園

　
東
町
１
│
13
│
33

　
1（
61
）２
６
４
１

◎
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
介
護
課
　
1
内
線
３
０
６

　
◇
開
放
保
育

　
大
磯
・
国
府
保
育
園
で
は
地
域
の

子
ど
も
た
ち
に
保
育
園
施
設
を
開
放

し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
や
予
約
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
れ
で
も
自
由

に
保
育
園
の
遊
具
や
お
も
ち
ゃ
を
使
っ

て
、
園
児
や
他
の
お
友
達
と
遊
べ
ま

す
。

　「
近
所
に
一
緒
に
遊
ぶ
お
友
達
が

少
な
い
」「
子
育
て
の
仲
間
が
欲
し
い
」

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
、
子
ど
も
さ
ん

と
一
緒
に
気
軽
に
保
育
園
に
遊
び
に

来
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
子
育
て
に
つ
い
て
悩
み
や

心
配
ご
と
の
あ
る
方
は
、
保
育
の
専

門
家
で
あ
る
保
育
士
等
が
相
談
や
ア

ド
バ
イ
ス
も
し
ま
す
。
お
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ
　
大
磯
保
育
園

　
　
　
　
　
国
府
保
育
園

▼
と
　
き
　
毎
週
水
曜
日
の
午
前
中

　
◇
一
時
保
育

　
大
磯
保
育
園
で
は
、
保
護
者
の
方

の
希
望
に
よ
り
、
一
時
間
単
位
で
児

童
を
預
か
る
「
一
時
保
育
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
難
し
い
手
続
き
や
審
査

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
　
生
後
６
ヶ
月
以
上
か
ら

　
　
　
　
　
小
学
校
就
学
前
の
児
童

▼
保
育
時
間

　
月
〜
金
　
午
前
７
時
〜
午
後
７
時

　
土
　
　
　
午
前
７
時
〜
午
後
６
時

▼
利
用
料

　
一
時
間
に
つ
き
　
350
円

　
給
食
　
　
　
　
　
250
円

▼
申
し
込
み

　
大
磯
保
育
園
　
1（
61
）２
６
４
１
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環
境
美
化
や
、
緑
化
推
進
の
た
め

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
町
内
在
住

の
今
井
様
か
ら
１０
万
円
を
、
町
の
み

ど
り
基
金
に
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
大
磯
町
内
に
残
さ
れ
て
い
る
貴
重

な
緑
地
を
保
全
し
て
い
く
と
と
も
に
、

緑
化
の
推
進
を
図
る
た
め
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課
　
1
内
線
２
４
１

新職名 氏　名 旧職名

町民福祉部長

議会事務局事務局長

消防本部消防長

三 好 正 則

荒 木 誠 一

仲出川松雄

消防本部消防長

町民福祉部長

議会事務局事務局長

＜部　長　級＞

◎問い合わせ　総務課　1内線２１０

１０
月
１
日
付

第
41
回
町
民
卓
球
大
会

団
体
戦
の
結
果

　
９
月
14
日（
日
）、国
府
中
学
校
体

育
館
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
男
子
の
部

　
優
　
勝
　
Ｓ
Ｔ
Ｃ
・
Ａ

　
準
優
勝
　
大
磯
ク
ラ
ブ
Ａ

　
第
３
位
　
Ｓ
Ｔ
Ｃ
・
Ｂ

　
　
　
　
　
国
府
中
学
Ｆ

▼
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
大
磯
ク
ラ
ブ

　
準
優
勝
　
大
磯
中
学
Ａ

　
第
３
位
　
ビ
バ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ
Ａ

◎
問
い
合
わ
せ

　
町
体
育
協
会
卓
球
部

　
田
中
　
1（
61
）１
１
５
２

第
54
回

神
奈
川
県
総
合
体
育
大
会

秋
季
大
会
の
結
果

　
神
奈
川
県
の
市
町
村
対
抗
で
各
競

技
が
行
わ
れ
、
秋
季
大
会
に
は
６１
名

が
町
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
種
目
と
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
秋
季
大
会
】

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

　
１
回
戦
　
対
中
井
町

　
　
　
　
　
２
対
１
　
勝
利

　
２
回
戦
　
対
小
田
原
市

　
　
　
　
　
０
対
２
　
敗
退

軟
式
野
球
競
技

　
１
回
戦
　
対
横
浜
市

　
　
　
　
　
３
対
９
　
敗
退

卓
球
競
技

　
１
回
戦
　
対
茅
ヶ
崎
市

　
　
　
　
　
０
対
７
　
敗
退

ゴ
ル
フ
競
技
　
９
位
（
３２
市
町
中
）

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
生
涯
学
習
課
　
1
内
線
３
２
４

　
１０
月
３
日（
金
）、
馬
場
公
園
で

１７
頭
の
乳
牛
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
な
お
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

乳
牛
の
出
品
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
称
略
）

▼
第
１
類
　

　
二
宮
　
良
一
（
生
沢
）
　

▼
第
２
類

　
吉
川
　
博
　
（
中
丸
）

▼
第
３
類

　
野
崎
　
裕
子
（
寺
坂
）

▼
第
４
類

　
野
崎
　
裕
子
（
寺
坂
）

▼
第
５
類

　
原
　
　
靖
二
（
国
府
新
宿
）

▼
第
６
類

　
野
崎
　
裕
子
（
寺
坂
）

▼
第
７
類

　
石
井
　
雅
浩
（
国
府
新
宿
）

　
ま
た
、
各
部
類
の
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
乳
牛
は
、
１０
月
２６
日（
日
）

に
行
わ
れ
た
平
成
１５
年
度
神
奈
川

県
乳
牛
共
進
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
経
済
観
光
課

　
1
内
線
２
６
２

畜
産
共
進
会
を
開
催

▲未経産グランドチャンピオン（第４類）

▲経産グランドチャンピオン（第６類）
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　中井町を水源とし厳島公園から大磯へ流れる　川。
その清流を復活させ、再び親しまれる河川にしましょう。
　スタンプラリーをしながら、　川を散策して、流域
の小さな自然を再発見しませんか。

sとき　11月30日（日）
　午前10時～午後３時（予定）
sコース　（スタンプ設置場所）厳島湿生公園～米倉寺
～五分一橋～せせらぎ公園～知足寺～下堰橋～　川
河口～城山公園　（コース距離　約７.８km）

s申し込み　当日午前10時からスタート地点の厳島湿
生公園・城山公園にて受付

s主催　　川サミット
◎問い合わせ・申し込み
　企画室　1内線２２９
（当日は二宮町総務部企画室　1（７1）３３１１）

　
歯
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
２
題
か
ら

　
私
た
ち
は
、
４０
歳
を
過
ぎ
る
と

歯
ぐ
き
が
後
退
し
始
め
、
歯
ぐ
き

の
間
に
歯
垢
（
堅
く
な
る
と
歯
石

に
な
り
ま
す
）
が
た
ま
り
や
す
く

な
り
、
そ
の
８０
％
は
歯
石
を
取
る

必
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
中
年
期
か
ら
は
長
年
の
歯

の
手
入
れ
が
問
わ
れ
る
年
代
で
、

手
入
れ
次
第
で
は
歯
周
病
が
進
行

し
て
い
き
ま
す
。

　
歯
周
病
の
人
は
大
人
か
ら
子
供

ま
で
含
め
て
、
一
説
に
よ
る
と
推

定
９
千
万
人
に
な
る
そ
う
で
す
が
、

こ
れ
は
驚
き
の
数
字
で
す
ね
。

■
歯
周
病
検
診

　
昨
年
か
ら
町
で
は
４０
・
４５
・
５０

歳
の
節
目
年
齢
者
の
『
歯
周
病
検

診
』
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
受
診
者
の
う
ち
虫

歯
は
６０
％
、
歯
周
病
は
９１
％
、
歯

石
は
９３
％
か
ら
見
つ
か
り
、
全
く

異
常
の
な
い
人
は
４
％
だ
け
で
し

た
。
歯
槽
膿
漏
の
基
と
な
る
ポ
ケ
ッ

ト
は
奥
歯
に
多
く
、
７８
％
の
人
に

４
〜
５
ミ
リ
又
は
６
ミ
リ
以
上
の

深
い
ポ
ケ
ッ
ト
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
４０
代
の
頃
は
ま
さ
か
自
分
に
歯

槽
膿
漏
が
始
ま
っ
て
い
る
と
い
う

実
感
や
危
機
感
の
無
い
人
が
大
半

で
す
か
ら
、
結
果
に
驚
き
、
初
め

て
具
体
的
な
手
だ
て
に
関
心
が
向

い
た
様
子
で
し
た
。

　
い
ま
、
あ
な
た
の
歯
ぐ
き
は
健

康
で
す
か
。
す
で
に
お
知
ら
せ
の

と
お
り
今
年
も
４０
歳
・
４５
歳
・
５０

歳
の
人
は
１１
月
ま
で
町
内
の
契
約

歯
科
医
療
機
関
で
検
診
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
歯
は
万
病
に
関
係
す
る
と
言
わ

れ
ま
す
。
検
診
を
上
手
に
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

■
高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
８
０
２
０
運
動
（
８０
歳
で
２０
本

自
分
の
歯
を
保
つ
こ
と
が
出
来
る

よ
う
積
極
的
に
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
運
動
）
が
進
む
中
、
９

月
２８
日（
日
）平
塚
市
地
域
医
療
管

理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
塚
歯

科
医
師
会
主
催
に
よ
る
『
高
齢
者

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
』
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
磯
町
か
ら
は
次

の
６
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■
表
彰
者

優
秀
賞
　
伊
藤
寿
朱
代
さ
ん（
８０
代
）

優
良
賞
　
浅
野
　
義
二
さ
ん（
８０
代
）

　
　
　
　
石
川
　
敏
之
さ
ん（
８０
代
）

　
　
　
　
田
中
シ
ズ
子
さ
ん（
７０
代
）

　
　
　
　
間
瀬
　
清
枝
さ
ん（
７０
代
）

　
　
　
　
須
藤
由
紀
康
さ
ん（
７０
代
）

　
応
募
者
は
そ
れ
ぞ
れ
２０
数
本
の

健
康
な
歯
を
持
ち
、
元
気
に
過
ご

し
て
い
る
方
々
で
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
介
護
課

　
下
澤
　
1
内
線
３
０
８

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す 

104

県
立
大
磯
城
山
公
園
「
公
園
ま
つ
り
」

　
県
立
大
磯
城
山
公
園
を
紹
介
し
、

快
適
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を

提
供
す
る
た
め
「
公
園
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
せ
の

う
え
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、公
園
ま
つ
り
は
、今
回
を
も
っ

て
休
止
し
ま
す
。

▼
開
催
日
　
11
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ
　
県
立
大
磯
城
山
公
園

▼
催
し
物
　
お
茶
会（
野
点
）、
植
木

市
、
餅
つ
き
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、

プ
ラ
板
工
作
、
模
擬
店
、
人
形
劇

※
お
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
大
磯
城
山
公
園
公
園
ま
つ
り
実
行

　
委
員
会
事
務
局
（
都
市
整
備
課
内
）

　
1
内
線
２
４
１
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　「
本
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」

　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
図
書
館
に
ひ
と
り
で
来
ら
れ

な
い
人
に
も
、
図
書
館
を
も
っ

と
身
近
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、

自
宅
ま
で
図
書
館
資
料
を
お
届

け
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
利
用
で
き
る
人
は
、
お
お
む

ね
６５
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
で

図
書
館
に
来
館
す
る
の
が
困
難

な
人
、
ま
た
は
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
で
２
級
以
上
の
一

部
の
人
で
す
。

　
現
在
、
数
名
の
方
が
利
用
し

て
お
り
、
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
自
宅
ま
で
伺
い
話
題
の
本

な
ど
を
貸
出
し
て
、
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
図
書
館
に
は
、
字
の
大
き
い

大
活
字
本
も
あ
り
、
本
や
雑
誌

だ
け
で
な
く
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
や
Ｃ
Ｄ
も
所
蔵
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
好
み
に
あ
わ
せ
た
資

料
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
館
に
所
蔵
し
て
い

な
い
資
料
な
ど
も
他
館
か
ら
借

用
し
て
お
届
け
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
貸
出
期
限
は
４
週
間
で
す
の
で
、

ゆ
っ
く
り
本
を
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く

の
方
が
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

さ
れ
る
よ
う
図
書
館
で
は
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
大
磯
の
里
山
グ
ル
ー
プ
展

○
と
き

　
１１
月
１２
日（
水
）〜
２２
日（
土
）

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時
５０
分

土
・
日
・
祝
日
は
午
後
４
時

５０
分
ま
で
、
最
終
日
は
午
後

４
時
ま
で

○
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
２
階

○
内
容
　
陶
芸
と
絵
画

◎
問
い
合
わ
せ

　
勝
又
　
1（
６１
）４
８
３
６

■
休
・
祝
日
開
館
し
ま
す

１１
月
３
日（
月
）、２４
日（
月
）

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
た
だ
し
、１１
月
４
日（
火
）、２５
日

（
火
）は
休
館
）

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
図
書
館
　
1（
６１
）３
０
０
２

図

書

館

ミ

ニ

だ

よ

り

　

「
紙
飛
行
機
」
を
飛
ば
そ
う

　　
い
ろ
い
ろ
な
紙
飛
行
機
を
作
っ
て

楽
し
く
遊
ん
だ
り
、
ど
れ
だ
け
長
い

時
間
飛
ば
せ
る
か
、
記
録
に
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
　
１１
月
１５
日（
土
）

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

▼
と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
館

▼
講
師
　
紙
飛
行
機
研
究
家
・
元
パ

イ
ロ
ッ
ト
　
野
地
昭
史
さ
ん

▼
対
象
　
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生

３０
名
（
小
学
校
１
〜
３
年
生
は
保

護
者
同
伴
）

▼
主
催
　
大
磯
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
会

▼
締
め
切
り
　
１１
月
１１
日（
火
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
生
涯
学
習
館
　
1（
６１
）０
６
７
６

 

お
お
い
そ
健
康
ウ
オ
ー
ク
④

 

果
実
の
丘
ハ
イ
キ
ン
グ
と

 

み
か
ん
刈
り

▼
コ
ー
ス
　
国
府
支
所
↓
石
神
台
↓

西
奥
沢
橋
↓
み
か
ん
園
↓
国
府
支

所
▼
と
き
　
１１
月
１９
日
（
水
）

　
集
合
　
国
府
支
所
午
前
９
時
３０
分

　
解
散
　
　
　
　
　
午
後
３
時
ご
ろ

　（
み
か
ん
園
で
解
散
可
能
）

▼
持
ち
物
　
水
筒
、
お
弁
当
、
タ
オ

ル
、
保
険
証
（
写
し
可
）
、
杖
（
登

山
用
）

▼
費
用
　
参
加
費
１
０
０
円

　
　
　
　
入
園
料
４
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　

　
子
育
て
介
護
課
　
1
内
線
３
０
８

 

七
宝
焼
教
室

七
宝
焼
の
ブ
ロ
ー
チ
や
ペ
ン
ダ
ン
ト

な
ど
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
　
１１
月
２７
日
、
１２
月
１８
日
、

１
月
２２
日
、
２
月
１２
日
、「
全
４
回
」

い
ず
れ
も
木
曜
日

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

▼
と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
館

▼
講
師
　
日
本
手
芸
指
導
協
会
　
七

宝
工
芸
科
　
師
範
　
藤
田
達
子
さ

ん
▼
対
象
　
町
内
在
住
、
在
勤
者
の
成

人
　
先
着
２０
名

▼
費
用
　
各
回
１
５
０
０
円
程
度

▼
持
ち
物
　
手
ぬ
ぐ
い
、
テ
ィ
ッ
シ

ュ
ペ
ー
パ
ー

▼
締
め
切
り
　
１１
月
１８
日（
火
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　

　
生
涯
学
習
館
　
1（
６１
）０
６
７
６

　

こ
ゆ
る
ぎ
コ
ン
サ
ー
ト

　

  

深
ま
り
ゆ
く
秋
の
昼
下
が
り
、
フ

ラ
ン
ス
音
楽
の
響
き
を
木
管
五
重
奏

と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

▼
と
き
　
１１
月
１６
日（
日
）開
場
午
後

１２
時
３０
分
　
開
演
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ
　
郷
土
資
料
館
研
修
室

▼
演
奏
団
体
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ベ

ル
ム

▼
演
奏
曲
目
　
Ｊ
・
イ
ベ
ー
ル
　
管

楽
器
の
五
重
奏
の
た
め
の
３
つ
の

小
品
　
Ｃ
・
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
小
組

曲
他

▼
対
象
　
町
内
在
住･

在
勤
の
方
　

　
先
着
１
０
０
名 

（
無
料
）
　

▼
申
し
込
み
　
１１
月
４
日（
火
）か
ら

電
話
で
受
付

◎
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課
　
1
内
線
３
２
３

，
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第
４５
回

 

大
磯
町
小
・
中
学
校
音
楽
会

　
大
磯
町
立
小･

中
学
校
の
児
童
、

生
徒
に
よ
る
音
楽
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
音
楽
の
好
き
な
子
ど
も
た
ち
が
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

▼
と
き
　
１１
月
２
日（
日
）

　
午
前
１２
時
４０
分
開
場 
午
後
１
時

開
演

▼
と
こ
ろ
　
二
宮
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ラ
デ
ィ
ア
ン

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
学
校
教
育
課
　
1
内
線
３
２
７

 

第
２
回
大
磯
町
子
ど
も
作
品
展

　
大
磯
町
立
幼
稚
園
及
び
小･

中
学

校
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品
を
一
堂
に

会
し
た
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
頃
の
教
育
活
動
の
中
で
子
ど
も

た
ち
が
つ
く
り
上
げ
た
作
品
が
数
多

く
出
展
さ
れ
ま
す
。

▼
と
き
　
１１
月
１５
日（
土
）・
１６
日（
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ
　
大
磯
小
学
校
体
育
館

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
学
校
教
育
課
　
1
内
線
３
２
７

 

お
お
い
そ
文
化
祭

　
４６
の
文
化
団
体
と
公
募
作
品
展
出

品
者
が
一
堂
に
会
し
、
様
々
な
展
示
・

発
表
を
行
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
と
き
　
１１
月
８
日（
土
）午
前
１１
時

〜
午
後
７
時
、
１１
月
９
日（
日
）午

前
１０
時
〜
午
後
７
時
、
１１
月
１０
日

（
月
）午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

▼
と
こ
ろ
　
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

　
別
館
「
滄
浪
閣
」

▼
内
容
　
絵
画
、
写
真
、
陶
芸
、
盆

栽
、
飾
り
結
び
、
映
画
、
合
唱
、

吹
奏
楽
、
邦
楽
、
お
茶
会
な
ど

■
記
念
講
演

　
「
島
崎
藤
村
は
な
ぜ
大
磯
を
終
の

す
み
か
に
選
ん
だ
の
か
」

▼
と
き
　
１１
月
９
日（
日
）午
後
２
　

時
〜
３
時
３０
分

▼
講
師
　
作
家
・
明
治
大
学
教
授

　
黒
川
鍾
信
さ
ん

■
奇
術
大
会

▼
と
き
　
１１
月
９
日（
日
）午
後
６
時

〜
７
時

▼
出
演
　
平
塚
奇
術
ク
ラ
ブ

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
生
涯
学
習
課
　
1
内
線
３
２
３

 

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

  

い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、

自
然
の
不
思
議
や
仕
組
み
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
　
１２
月
７
日（
日
）

　
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
　
城
山
公
園
ふ
れ
あ
い
の

　
広
場

▼
対
象
　
小
学
生
　
先
着
５
０
名

  

低
学
年
は
保
護
者
同
伴

▼
参
加
費
　
１
０
０
円
（
保
険
料
）

▼
主
催
　
大
磯
町
青
少
年
指
導
員
連

　
絡
協
議
会

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　

　
生
涯
学
習
課
　
1
内
線
３
２
３

 
人
権
教
育
講
演
会

▼
と
き  
１１
月
１３
日（
木
）

　
午
後
２
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
れ
石

▼
講
師  

解
放
社
会
学
研
究
所
　
　

所
長
　
江
嶋
　
修
作
さ
ん

▼
演
題 

「
あ
な
た
に
愛
が
語
れ
ま

す
か
？
」

▼
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方
１００
名

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
生
涯
学
習
課
　
1
内
線
３
２
３

　
福
祉
課
　
　
　
1
内
線
３
０
３

 

第
5
回
町
民
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

▼
と
き
　
１２
月
７
日（
日
）   

▼
と
こ
ろ
　
国
府
小
学
校
体
育
館

▼
参
加
資
格  

①
１５
歳
以
上
で
町
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方                

②
５
名
以
上
の
チ
ー
ム
単
位

③
靴
裏
が
平
ら
の
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を

持
参

▼
主
将
会
議
　
１１
月
２６
日（
水
）

　
午
後
７
時
〜
８
時
、
役
場
４
階
第

１
会
議
室

▼
申
し
込
み
　
メ
ン
バ
ー
登
録
用
紙

に
記
入
の
う
え
、
主
将
会
議
時
に

提
出 

▼
主
管
　
町
体
育
協
会
サ
ッ
カ
ー
部         

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
町
体
育
協
会
サ
ッ
カ
ー
部

　
加
藤
　
1（
６１
）３
６
４
３    

 

第
7
回

 

町
民
秋
季
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

▼
と
き

①
第
１
シ
フ
ト
　
１１
月
１３
日（
木
）

　
午
後
８
時
〜

②
第
２
シ
フ
ト
　
１１
月
１６
日（
日
）

　
午
前
１０
時
〜

▼
と
こ
ろ
　
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

ボ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
資
格
　
町
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

▼
種
目
　
　
　

　
一
般
の
部
（
１９
歳
〜
４９
歳
）

　
シ
ニ
ア
の
部
（
５０
歳
以
上
）

　
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
１８
歳
以
下
）

※
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
制

▼
競
技
方
法
　
３
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル

ピ
ン

▼
参
加
費
　
１
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
　
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

部
事
務
局
（
〒
２
５
９
ー

０
１
１

１
大
磯
町
国
府
本
郷
５
４
６
大
磯

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
内
）
へ
直
接
持
参
も
し
く

は
郵
送
に
て

※
申
込
用
紙
は
、

　
和
田
宅
　
1（
６１
）２
４
８
８

　
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
ボ
ー
リ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

▼
主
管
　
町
体
育
協
会
ボ
ウ
リ
ン
グ

部
◎
問
い
合
わ
せ 

　
町
体
育
協
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
部

　
上
原
　
1（
６１
）３
５
３
１

つ
い

あ
つ
の
ぶ

，
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第
１９
回

 
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

▼
と
き
　
１２
月
７
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜      

▼
と
こ
ろ
　
国
府
中
学
校
体
育
館

▼
参
加
資
格  

町
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
高
校
生
相
当
年
齢
以
上
の
方

▼
種
目   

男
女
別
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ

ブ
ル
ス           

※
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
、
Ａ
・
Ｂ
の

２
ク
ラ
ス
　        

▼
参
加
費
　
１
人
５
０
０
円

▼
表
彰
　
各
種
目
３
位
ま
で
に
賞
状

及
び
賞
品
を
授
与

▼
主
管  

町
体
育
協
会
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部         

▼
締
め
切
り
　
１１
月
３０
日（
日
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
町
体
育
協
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
小
林
　
1（
６１
）３
０
４
４

 

第
４２
回

 

町
民
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

▼
と
き
　
１２
月
１４
日（
日
）午
前
９
時

〜
１２
時（
小
雨
実
施
）

▼
と
こ
ろ
　
太
平
洋
岸
自
転
車
道

　（
町
役
場
正
面
玄
関
前
に
集
合
）

▼
種
目
　
①
一
般
男
子
　
　
６
㎞

　
　
　
　
②
一
般
女
子
　
　
３
㎞

　
　
　
　
③
中
学
生
男
女
　
３
㎞

▼
参
加
資
格
　
町
在
住
・
在
勤
・
在

学（
但
し
、
中
学
生
以
上
）健
康
者

に
限
る

▼
申
し
込
み
　
当
日
午
前
９
時
〜
９

時
２０
分

▼
表
彰   

※
中
学
生
男
女
学
年
別
・
一
般
女
子

の
部
１
位
か
ら
３
位
ま
で
に
賞
状

及
び
賞
品
を
授
与

※
一
般
男
子
の
部
年
齢
別

　
①
１５
歳
〜
２９
歳
以
下（
中
学
生
は

除
く
）
②
３０
歳
代
③
４０
歳
代
④
５０

歳
以
上
、各
年
齢
別
に
１
位
か
ら

３
位
ま
で
に
賞
状
及
び
賞
品
を
授

与
※
大
会
５
回
・
１０
回
出
場
者
を
表
彰

※
完
走
者
に
は
記
録
証
を
差
し
上
げ

ま
す

▼
主
管
　
町
体
育
協
会
陸
上
部
　

※
２
月
８
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る

「
か
な
が
わ
駅
伝
大
会
」
選
手
選

考
の
参
考
に
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ

　
町
体
育
協
会
陸
上
部
　
　
　
　

　
仲
川
　
1（
６１
）５
２
２
２

（
午
後
７
時
以
降
）

 

冬
季
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

▼
と
き   

１２
月
１
日（
月
）

▼
と
こ
ろ
　
平
塚
富
士
見
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
平
塚
コ
ー
ス

▼
参
加
資
格
　
町
在
住
・
在
勤
で
１２

月
１
日
現
在
で
２０
歳
以
上
の
方

▼
募
集
人
員
　
１
６
０
名

▼
参
加
費
　
１
２
０
０
０
円
（
キ

ャ
デ
ィ
ー
付
・
昼
食
・
賞
品
代
・

保
険
料
な
ど
）    

▼
申
し
込
み
　
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番

号
・
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
記
入

の
う
え
、
１１
月
１０
日（
月
）ま
で
に

冬
季
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
事
務
局

　
〒
２
５
５
ー
０
０
０
３

　
大
磯
町
大
磯
４
４
９
　
町
ゴ
ル
フ

協
会
石
橋
理
事
長
宅
宛
へ

▼
説
明
会
　
１１
月
１３
日（
木
）、午
後

６
時
〜
８
時
、
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
研
修
室
（
参
加
費
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
）

▼
主
催    
町
ゴ
ル
フ
協
会

◎
問
い
合
わ
せ 
　

　
町
ゴ
ル
フ
協
会

　
石
橋
　
1（
６１
）０
６
４
３ 

 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員
募
集

　
第
９５
団
で
は
少
女
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
『
自
己
開
発
・
人
と
の

交
わ
り
・
自
然
と
共
に
』
を
活
動
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
見
学
・
奉
仕
活

動
・
国
際
交
流
・
キ
ャ
ン
プ
・
環
境

保
護
・
緑
化
活
動
な
ど
で
自
己
を
高

め
、
楽
し
く
集
い
ま
す
。
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
も
年
齢
に
応
じ
た
役

割
が
果
た
せ
る
よ
う
活
動
し
ま
す
。

【
説
明
会
】

▼
と
き
　
１１
月
２９
日
（
土
）

　
午
前
１０
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
館

▼
対
象
　
幼
稚
園
年
少
〜
中
学
生

▼
内
容
　
活
動
内
容
・
目
的
・
回
数
・

場
所
・
費
用（
制
服
・
活
動
費
）・

保
護
者
の
関
わ
り
な
ど

　
保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

▼
締
め
切
り
　
１１
月
１５
日
（
土
）
　

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
平
　
　
1（
６１
）２
０
２
８

　
宮
代
　
1（
７１
）２
５
２
５

　
坂
本
　
1（
７２
）５
３
４
６

 

犬
の
し
つ
け
方
教
室

▼
内
容
　
「
入
門
コ
ー
ス
」

　
飼
育
ト
ラ
ブ
ル
と
し
つ
け
の
重
要

性
、
犬
の
習
性
と
し
つ
け
方
、
訓
練

犬
に
よ
る
模
範
演
技

▼
と
き
　
１２
月
４
日（
木
）午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
３０
分

▼
と
こ
ろ
　
二
宮
町
公
民
館

▼
対
象
　
大
磯
町
在
住
の
犬
の
飼
養

者
、
飼
養
予
定
者

▼
定
員
　
６０
名

※
犬
を
連
れ
て
の
参
加
は
で
き
ま
せ

ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所

　
1（
３２
）０
１
３
０

 

県
立
お
お
い
そ
学
園
創
立

 

１
０
０
周
年
記
念
収
穫
祭

　
農
産
物
の
即
売
や
ミ
カ
ン
狩
り
、

さ
つ
ま
芋
掘
り
、
模
擬
店
や
音
楽
演

奏
な
ど
を
通
じ
て
地
域
と
の
交
流
を

深
め
ま
す
。

▼
と
き
　
１１
月
２３
日（
日
）
　

　
午
前
１１
時
〜
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ
　
県
立
お
お
い
そ
学
園

◎
問
い
合
わ
せ

　
県
立
お
お
い
そ
学
園

　
1（
７１
）０
５
９
０

12月1日（月）
住宅需要実態調査

調査員がお宅に伺うことがあ
ります。調査へのご協力をお
願いします。
◎問い合わせ
　まちづくり課　1内線２４３

，
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休日当番医は、都合により変更となる
場合がありますので、事前に消防署へ
ご確認ください。
◎問い合わせ
　大磯町消防署　1（61）０９１１
　二宮消防署　1（72）００１５

11月の日程表 休日急患診療 在宅当番医 まず、あなたの主治医の都合を聞いた

上でご利用ください。

　診療時間厳守　・午前９時～12時

　　　　　　　　・午後２時～５時

火事と救急
9月の出動状況

消防車…9件（火災出動0、救助出動0、警戒出動0、その他出動9）
救急車…112件（急病65、交通事故17、一般負傷22、その他8）

 日 曜 当　　番　　医 専　門　科　目 所　　在　　地 電　話
 2 日 横山医院 小・循・内 二宮町二宮１０４８－２ 72－2 5 8 0
 3 月 尾上クリニック 内・循 二宮町二宮７９５ 71－1 6 1 2
 9 日 森田内科医院 内・呼・消・循・小 大磯町東小磯１０－１ 61－8 8 8 7
 16 日 山田医院 内 大磯町大磯９３０ 61－1 6 2 5
 23 日 グリーン内科クリニック 内・循 大磯町大磯９５１ 60－3 1 3 1
 24 月 たけすえ小児科 小・内 二宮町二宮９０４ 71－9 7 3 5
 30 日 住田医院 内・小 二宮町二宮１２２－８ 71－0 1 7 9

　

料
理
講
習
会

　①
糖
尿
病
の
予
防
の
た
め
に
適
正
体

重
を
知
り
、
日
々
の
活
動
に
見
合

っ
た
食
事
量
で
お
い
し
く
元
気
に
！

▼
と
き
　
１１
月
１２
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

②
人
が
集
ま
る
日
の
お
も
て
な
し
料

理
講
習
会
で
す

▼
と
き
　
１２
月
１２
日
（
金
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

①
、
②
共
通

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
　
成
人
男
女
３０
名

▼
費
用
　
５
０
０
円

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

▼
締
め
切
り
　
１１
月
５
日
（
水
）

▼
主
催
　
大
磯
町
食
生
活
改
善
推
進

団
体
（
マ
マ
の
会
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　

①
武
田
　
1（
７３
）０
８
１
１

②
熊
木
　
1（
６１
）４
６
４
３

　

ハ
ン
デ
ィ
を
お
持
ち
の
方
々
で

　

歯
の
治
療
に
お
困
り
の
場
合
は
…

　◆
平
塚
市
障
害
者
歯
科
診
療
所
◆

　
障
害
を
お
持
ち
の
方
々
が
気
軽
に

安
心
し
て
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

歯
科
医
師
３
人
、
歯
科
衛
生
士
６
人

の
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
専
門
設
備
を
整

え
た
診
療
所
で
す
。

　
診
療
は
予
約
制
で
、
主
に
平
塚
市
、

大
磯
町
、
二
宮
町
の
障
害
者
を
対
象

に
診
療
し
ま
す
。

▼
診
療
日
　
　
木
曜
日
・
土
曜
日

▼
診
療
時
間
　
午
後
１
時
〜
５
時

　
　
　
　
（
予
約
制
）

◎
問
い
合
わ
せ
　
社
団
法
人
　
平
塚

　
歯
科
医
師
会
　
1（
３２
）７
０
０
８

　

秋
季
労
働
講
座
〜

　

年
金
制
度
を
考
え
る

「
今
改
め
て
、
年
金
と
は
何
か
」

　▼
と
き
　
１１
月
１３
日（
木
）

　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分

▼
と
こ
ろ
　
秦
野
商
工
会
議
所
　

▼
講
師
　
明
治
学
院
大
学
教
授

　
　
　
　
岡
　
伸
一
さ
ん

▼
定
員
　
４０
名

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　

　
平
塚
商
工
労
働
セ
ン
タ
ー

　
1（
２２
）２
７
１
１

 

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

 

技
術
者
試
験
と
更
新
講
習

◇
責
任
技
術
者
試
験
講
習
会

▼
と
き
　
平
成
１６
年
１
月
１５
日(

木) 
 

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

▼
と
こ
ろ
　
関
内
ホ
ー
ル

▼
受
講
手
数
料
　
３
０
０
０
円(

テ

キ
ス
ト
代
含
む)

◇
責
任
技
術
者
試
験

▼
と
き
　
平
成
１６
年
２
月
１８
日(

水) 
 

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

▼
と
こ
ろ
　
國
學
院
大
學
た
ま
プ
ラ

　
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
受
験
料
　
４
０
０
０
円

◇
責
任
技
術
者
更
新
講
習
会

▼
と
き
　
平
成
１６
年
１
月
２１
日（
水
）・

２２
日（
木
）・
２３
日（
金
）

　
午
前
１０
時
〜
１２
時
、
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
３０
分
の
内
の
１
回

※
受
講
日
、
受
講
時
間
は
地
域
ご
と

に
指
定
し
ま
す
が
、
変
更
を
希
望

す
る
場
合
は
申
込
書
に
第
３
希
望

ま
で
記
入
し
調
整
し
ま
す
。

　
２１
日
　
午
後
・
県
央
地
区

　
２２
日
　
午
前
・
横
浜
、
川
崎
地
区

　
　
　
　
午
後
・
県
西
地
区

　
２３
日
　
午
前
・
横
浜
、
川
崎
地
区

　
　
　
　
午
後
・
三
浦
、
湘
南
地
区

▼
と
こ
ろ
　
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル

▼
受
講
手
数
料
　
４
０
０
０
円(

テ

キ
ス
ト
代
含
む)

▼
申
込
書
配
布

　
１１
月
４
日(

火)

〜
１４
日（
金
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分

※
平
成
１０
年
度
に
合
格
、
修
了
し
た

更
新
講
習
対
象
者
に
は
、
平
成
１５

年
１０
月
末
ま
で
に
案
内
書
、
申
込

書
一
式
を
県
支
部
か
ら
送
付
し
ま

す
。

▼
申
込
受
付
期
間

　
１１
月
１７
日(

月)

〜
２８
日(
金)

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分

▼
申
込
書
の
配
布
、
受
付
場
所

　
下
水
道
課
窓
口

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
下
水
道
課
　
1
内
線
２
１
４

 

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

 

ト
ラ
イ
ン
」
特
設
電
話
相
談

　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
に
関
す
る
女
性
の
相
談
を
人
権
擁

護
委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

▼
と
き
　
１１
月
２１
日（
金
）

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分

◎
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
問
い
合
わ
せ

　
横
浜
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
1
０
４
５（
２
１
２
）４
３
６
４

　
1
０
４
５（
６
６
２
）５
９
５
０

 

第
１９
回
綱
引
き
大
会

▼
と
き
　
１１
月
１６
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
３０
分

▼
と
こ
ろ
　
国
府
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
※
雨
天
の
場
合
、体
育
館
で
競
技
の

み
実
施
。

▼
種
目
　

○
一
般
男
子
の
部
（
８
人
１
組
）

○
一
般
女
子
の
部
（
８
人
１
組
）

○
小
学
生
の
部
　
（
８
人
１
組
）

○
一
般
男
女
混
合
の
部
（
男
女
混
　

合
・
８
人
１
組
・
女
子
４
名
以
上
）

▼
締
め
切
り
　
１１
月
７
日
（
金
）

▼
主
催
　
大
磯
町
商
工
会
青
年
部

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
大
磯
町
商
工
会
　

　
吉
川
　
1（
６１
）０
８
７
１

，

，

，
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相談のご案内［11月］

気象情報
9月

最高気温　32.6度　　最低気温　15.1度　　平均気温　24.6度
総 雨 量　72.0mm

 
大
磯
・
宿
場
ま
つ
り

　
名
産
市
、
花
魁
茶
屋
な
ど
の
出
店

を
は
じ
め
、
旅
装
束
コ
ン
テ
ス
ト
、

大
道
芸
と
い
っ
た
伝
統
的
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
彩
ら
れ
る
。
出
店
者
が
和

装
で
出
店
す
る
の
で
、
宿
場
町
の
雰

囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

▼
と
き
　
１１
月
２
日（
日
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

　（
雨
天
時
３
日（
月
）に
順
延
）

▼
と
こ
ろ
　
山
王
町
旧
東
海
道
松
並
木

◎
問
い
合
わ
せ

　
大
磯
宿
場
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
1（
６１
）０
８
７
１

 

ガ
ラ
藤
村
・
２
０
０
３

 

島
崎
藤
村
の
生
涯
　
第
三
部

 ｢

新
生
・
我
が
胸
中
、
朱
夏
に
て
候｣

　
大
正
初
期
、
四
十
代
の
藤
村
は
、

小
諸
よ
り
東
京
に
戻
り
、
小
説｢

破

壊｣

の
成
功
で
、
文
学
者
と
し
て
自

己
の
確
立
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
生
き
る
こ
と
に
ひ
た
む
き
な
時
を

過
ご
し
た
藤
村
の
こ
の
時
期
は
、
多

く
の
こ
と
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ

ま
す
。

▼
と
き
　
１１
月
１７
日（
月
）

　
昼
の
部 

開
演 

午
後
２
時

　
夜
の
部 

開
演
午
後 

６
時
３０
分

▼
と
こ
ろ
　
平
塚
市
中
央
公
民
館

▼
料
金
　
前
売
り
券
　
４
０
０
０
円

▼
チ
ケ
ッ
ト
前
売
り
　
大
川
書
店
、

大
磯
駅
東
華
軒

▼
主
催
　
ガ
ラ
藤
村
実
行
委
員
会

▼
後
援
　
大
磯
町
・
平
塚
市
・
山
口

村
ほ
か

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
山
田
　
1（
６１
）４
２
５
４

 

女
性
の
健
康
相
談

　
女
性
な
ら
で
は
の
、
身
体
に
つ
い

て
の
悩
み
や
心
配
事
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
産
婦
人
科
医
師
等
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

▼
と
き
　
１１
月
２０
日（
木
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

▼
と
こ
ろ
　
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所

　
1（
３２
）０
１
３
０

 

映
画
上
映
会
「
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
」

▼
と
き
　
１２
月
５
日（
金
）

　
開
場
　
午
前
１０
時

　
開
演
　
午
前
１０
時
３０
分

▼
と
こ
ろ
　
二
宮
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ラ
デ
ィ
ア
ン

▼
入
場
料
　
前
売
　
１
０
０
０
円

　
当
日
　
１
２
０
０
円

▼
後
援
　
大
磯
町
教
育
委
員
会

◎
問
い
合
わ
せ

　
は
じ
め
の
一
歩

　
1（
６１
）２
１
２
０

 

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
こ
こ
ろ
の
悩
み
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
、

引
き
こ
も
り
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人

や
そ
の
家
族
の
相
談
を
精
神
科
医
が

お
受
け
し
ま
す
。
訪
問
も
し
ま
す
。

▼
と
き
　
１１
月
５
日（
水
）、１２
日（
水
）、

２７
日（
木
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
４５
分

▼
と
こ
ろ
　
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所

　
1（
３２
）０
１
３
０

 

第
４
回
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ア
イ
デ
ィ
ア

 

バ
ン
ク  

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大
会

 

参
加
者
・
参
加
チ
ー
ム
募
集

  

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
は
野
球
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
誰
で
も
ホ

ー
ム
ラ
ン
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
楽
し

い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

  
元
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
コ
ー

チ
の
鈴
木
の
り
お
氏
の
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
教
室
も
同
時
開
催
予
定
。

▼
と
き
　
１１
月
２３
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ
　
国
府
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
雨
天
時
は
同
校
体
育
館
）

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
、
１
チ
ー
ム

１０
〜
１５
名
（
個
人
参
加
も
可
）

▼
参
加
費
　
１
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

▼
締
め
切
り
　
１１
月
１３
日（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
小
島
　
1（
７２
）１
９
４
６

※ 注 意　　法律相談、心配ごと相談を除く各相談は、いずれも１２時～１３時の間はお休みします。

相　談　名 相　談　内　容　等 と　　　き と　こ　ろ 問い合わせ
家庭内（夫婦・親子・扶養等）隣近所
とのもめごと、いじめ、体罰等

年金・医療保険・登記・道路・行政機
関の窓口の対応・役所に対する苦情・
意見・要望等  

相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債
権・債務等、日常生活の中の法律的な
問題

物品、サービス等の契約に関するトラ
ブル、解約手続き、商品や訪問販売に
関する苦情等 

人間関係などの日常生活上のさまざま
な悩み、相談

不登校・いじめ等電話・来所相談
対象･･･園児・児童・生徒と保護者

いじめ・不登校・非行等電話による相談
対象･･･青少年と保護者

13日（木）
20日（木）
13時～16時

毎週水曜日・金曜日
９時～15時30分
ただし、祝日を除く

毎週月曜日～金曜日
９時～16時30分

毎週月曜日～金曜日
８時30分～17時

18日（火）
13時～15時30分

20日（木）
10時～15時

福祉センター
「さざれ石」

※法律相談の予約は
　毎月１日から受付
　けます｡
（１日が土･日･祝日
  の場合は、翌日ま
  たは翌々日）

役場町民相談室
※二宮町消費生活相談窓
口でも相談できます。
1（70）3163直通
月・木曜日
　９時30分～15時30分

福祉センター
「さざれ石｣

大磯町立小磯幼稚園内
大磯町適応指導教室

生涯学習課

地域協働課
1内線２３７

社会福祉協議会
1（６１）９３９０  

1（６１）８７９５

1内線３２３

人　権　相　談

行　政　相　談 

法律相談（予約制）

消 費 生 活 相 談 

心 配 ご と 相 談

電 話 教 育 相 談 

ヤングテレホン大磯 

お
い
ら
ん

，

，

，
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広
報
お
お
い
そ
　
2
0
0
3
年
1
1
月
号
　
大
磯
町
企
画
室
発
行
　
〒
2
5
5
-8
5
5
5
　
神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
東
小
磯
1
8
3
番
地
　
1
0
4
6
3
-6
1
-4
1
0
0
　
FA
X
 0
4
6
3
-6
1
-1
9
9
1
　
http://w

w
w
.scn-net.ne.jp/̃oiso

町の人口と世帯
10月1日現在

人口 32,551人（△47）　男 15,877人（△26）　女 16,674（△21）
世帯 11,576世帯（△4）　（　）は前月比

※このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています。
　企画室　1内線２０７

西
行
祭
献
詠
短
歌
小
・
中
学
生
の
部

横
地
　
梢

（
評
）
石
け
ん
水
を
ス
ト
ロ
ー
の
先
に
つ
け
て
、
し

ず
か
に
吹
い
て
い
く
と
し
ゃ
ぼ
ん
玉
が
ふ
く
ら
ん

で
き
ま
す
。
作
者
は
ス
ト
ロ
ー
を
吹
き
な
が
ら
見

て
い
た
の
で
し
ょ
う
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉
の
中
で
顔
が

ゆ
が
ん
で
い
ま
す
。
鏡
で
も
見
た
こ
と
が
な
い
自

分
の
顔
の
発
見
で
す
。
楽
し
い
気
分
が
素
直
に
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

西
行
祭
選
者
　
柳
　
宣
宏

◎
問
い
合
わ
せ
　
経
済
観
光
課
　
1
内
線
２
６
４

楽しかったね、水遊び。
パパとママとも
いっぱい遊んだよ。
はやく泳げるようになりたいナ。

運動会（10月4日）
それいけ！ガンバレ！
みんな一生懸命に
戦っていました。

ふれあいまつり（10月5日）
会場はお宝でいっぱいに、
掘り出し物は見つかりましたか。

✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴ ✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴

✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴
✴✴
✴✴
✴✴
✴✴
✴✴
✴✴
✴✴
✴✴
✴✴
✴✴
✴✴
✴✴✴

✴✴
✴✴
✴✴
✴✴

✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴✴

　町内で生産された果物や野菜などの農産物の直売な
どを役場駐車場で行うほか、農産物の品評会を保健セ
ンターで実施します。

おおいそ町民市
▼とき　11月15日（土）正午～午後４時
　　　　11月16日（日）午前９時～午後３時
▼ところ　役場駐車場
▼内容　農産物の直売（柿・野菜・手作りこんにゃく・
みそ田楽や豚汁など）のほかにも出店を予定、無料
配布（みかんやしゃもじ・ポン菓子など）

農産物品評会
▼とき　出品物の一般公開
　　　　11月15日（土）午後１時～午後５時
　　　　11月16日（日）午前９時～10時
　　　　出品物の販売
　　　　11月16日（日）午前11時30分～
▼ところ　保健センター
◎問い合わせ　経済観光課　1内線２６２
※車でのご来場はご遠慮ください

間辺　美樹ちゃん
平成12年１月25日生まれ
広樹さん、美恵子さんの長男

（東町在中）

まなべ よしき

▲大磯小 ▲国府小




